
地域 蒸溜所名 所有者 ロケーション 特徴

バルブレア インターナショナルビバレッジ 「平地の集落」、ケン・ローチ監督『天使の分け前』の舞台
クライヌリッシュ ディアジオ 「金色の湿地」、古い蒸溜所「ブローラ」、ジョニーウォーカーの原酒
ダルウィニー ディアジオ 「集結場」、ブラック＆ホワイト、ロイヤルハウスホールドの原酒、気象観測の測候所
ダルモア エンペラドール 雄鹿のエンブレム
グレンモーレンジィ モエヘネシー・ルイヴィトン 全蒸溜所最長のスチル、ウッドフィニッシュ、樽のパイオニア、ターロギーの泉：硬度190、売上第４位
ウルフバーン オーロラ・ブリューイング プルトニーを抑えてスコットランド本島最北端の蒸留所として2011年に再生。
プルトニー インターナショナルビバレッジ ブリテン島の北端の町ウィック、ヨーロッパ最大のニシン港
トマーティン 宝酒造 「ネズの木の茂る丘」、1746年カローデンの戦い「別れの丘」
グレンドロナック ベンリアックディスティラリー ハイランドとスペイサイドの境界、ティーチャーズの原酒
ノックドゥー インターナショナルビバレッジ 「黒い丘」
ロイヤルロッホナガー ディアジオ 「岩の露出した湖」、VAT69、ジョニーウォーカー・ブルーラベルの原酒
ブレアアソール ディアジオ 1902夏目漱石、アソール公爵の居城ブレア城、昭和天皇滞在、カワウソがシンボル
アバフェルディ バカルディ デュワーズのモルト原酒確保のためテイ川上流域に建設、「パルドックの河口」、赤リス、ビジターセンター「デュワーズ・ワールド・オブ・ウイスキー」

エドラダワー シグナトリー スコットランド最小規模
グレンゴイン イアンマクロード 「野生の雁」、ローランドとの境界線、
ベンネヴィス ニッカウヰスキー ベン「山」ネヴィス「水」、1989年ニッカウヰスキーが買収、ベンネヴィス：イギリス最高峰1344m
オーバン ディアジオ 「小さな湾」ヘブリディーズ諸島の玄関口、メンデルスゾーン「フィンガルの洞窟」

ベンローマック ゴードン＆マクファイル フォレス地区

ベンリアック ベンリアックディスティラリー 少量フロアモルティング、ピーテッド麦芽１割のため珍しくスモーキー＆ピーティ
グレンバーギ ペルノリカール バランタインの主要原酒
グレンエルギン ディアジオ ホワイトホースの原酒
ロングモーン ペルノリカール 「聖人の場所」、1919年竹鶴政孝
ミルトンダフ ペルノリカール バランタインの主要原酒
ストラスアイラ ペルノリカール キース地区 「広い谷」、スペイサイド最古、シーバスリーガルの核となる原酒
グレングラント カンパリ イタリアで圧倒的な人気（シェア70％）
グレンロセス エドリントングループ ローゼス川の谷にあることからグレンロセス、カティサークのキーモルト、販売権はBBR社
バルヴェニー ウイリアム・グラント＆サンス フロアモルティング、グレンフィディックの姉妹蒸溜所
グレンフィディック ウイリアム・グラント＆サンス ウイリアム・グラント、「鹿の谷」、シングルモルト売上世界一、生産量スコットランド最大
モートラック ディアジオ 「椀状のくぼ地」、ジョニーウォーカーの原酒、ディアジオの異端児、小さな魔女（最小スチル）
ザ・グレンリベット ペルノリカール リベット地区 ジョージ・スミス、政府公認第１号、シングルモルト売上第２位
アベラワー ペルノリカール 「ラワー川の落合い」
カードゥ ディアジオ 「黒い岩」、ジョン・カミング妻ヘレンはウイスキー産業の女王と称された、ジョニーウォーカーの原酒
クラガンモア ディアジオ オールドパーの原酒
グレンファークラス J&G・グラント 「緑の草原の谷間」、シェリー樽にこだわり、ポットスチルはスペイサイド最大級、ガス直火焚き
マッカラン エドリントングループ 株式25％サントリー所有、スパニッシュオークのシェリー樽、シングルモルト売上第３位

アードベッグ モエヘネシー・ルイヴィトン 「小さな丘、岬」、麦芽フェノール値55～65ppm、シーバスリーガルやバランタインの原酒、ノンチル46％

ラガヴーリン ディアジオ 「水車小屋のある湿地」、フェノール値34～38ppm、創業1816年（201年）
ラフロイグ ビームサントリー 「広い入り江の美しいくぼ地」、フロアモルティング、フェノール値40ppm前後、チャールズ皇太子愛飲、創業1815年

ボウモア ビームサントリー 「大きな岩礁」、アイラ島最古の蒸溜所、フロアモルティング、アイラ島最大の川：ラーガン川、フェノール値25～30ppm

ブルイックラディ レミーコアントロー 「海辺の丘の斜面」、アイラ島で唯一ボトリング設備
キルホーマン キルホーマン 2005年創業
ブナハーブン ディステル 「河口」、ブラックボトルのホーム蒸溜所
アードナッホー ハンターレインアンドカンパニー 「窪地を望む丘」、2018年10月から稼働、11月9日にCask番号001番が樽詰め、アードナッホー湖
カリラ ディアジオ Caol「海峡」Ila「アイラ島」、アイラ島最大の生産量、フェノール値34～38ppm

ハイランドパーク エドリントングループ 北緯59度、フロアモルティング、フェノール値10ppm、
スキャパ ペルノリカール 「貝床」、幻のローモンドスチル
アビンジャラク マーク・テイバーン ルイス島 2,224km²、島の南部はハリス島
タリスカー ディアジオ スカイ島 1,656km²、「傾いた斜面上の大岩」、フェノール値18～22ppm、R.L.スチーブンソン（宝島）酒の中の王様

トバモリー ディステル マル島 875.4 km²、「メアリーの井戸」、トバモリー：0ppm、レダイグ：フェノール35ppm
アイル・オブ・ジュラ エンペラドール（ホワイト＆マッカイ） ジュラ島 366.9 km²、「鹿の島」ピート０、ジュラ島北端・バーンヒルコテージ：小説「1984年」ジョージ・オーウェル

アイル・オブ・アラン アイル・オブ・アラン・ディスティラーズ アラン島  432 km²

グレンキンチー ディアジオ スコットランドの蒸溜所でも最大級のポットスチル、ヘイグ（ディンプル）、ジョニーウォーカーの原酒
アナンデール アナンデールディスティラリー New
ブラッドノック コーディネートディベロップメントサービス スコットランド最南端の蒸留所
アイルサベイ ウイリアム・グラント＆サンズ New グレーン工場「ガーバン蒸留所」と同じ敷地内
オーヘントッシャン ビームサントリー 「野原の片隅」、ローランド伝統３回蒸溜
ダフトミル カスバート家 New
キングスバーンズ ボトラー「ウィームス」 New ニューメイクスピリット

グレンガイル J&A・ミッチェル
グレンスコシア エリスポネント
スプリングバンク J&A・ミッチェル フロアモルティング、３回蒸溜、ボトリング設備、ロングロウ（50ppm）、スプリングバンク（８）、ヘーゼルバーン（０）
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